
日
本
工
業
大
学 

会 長  

沼尻裕之 
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新
会
長
に 

 

沼
尻
裕
之
氏
（
埼
玉
県
）

が
就
任 

去
る
７
月

11
日(

土)

、
午
後
３
時
よ
り
、

群
馬
県
に
あ
る
伊
香
保
温
泉
の
「
ホ
テ
ル
木

暮
」
に
て
宮
代
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
は
27
名
（
内
３
名
は
ご
夫
妻
で
）
の
会

員
の
ご
参
加
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

総
会
は
、
田
中
会
長
、
次
い
で
柳
澤
理
事

長
、
波
多
野
学
長
の
挨
拶
の
後
、
議
事
に
移

り
、
慎
重
審
議
の
上
、
全
て
了
承
さ
れ
ま
し

た
。 

新
会
長
に
は
沼
尻
裕
之
氏
（
第
37
代
後

援
会
長
）
が
就
任
し
ま
し
た
。 

議
事
終
了
後
に
は
、
波
多
野
学
長
よ
り
「
大

学
設
立
50
周
年
記
念
事
業
」
に
つ
い
て
、「
多

目
的
講
義
棟
」
、「
学
生
食
堂
」
、「
ク
ラ
ブ
棟
」

の

建

設

に

決

定

し

た

と

の

報
告
が
あ
り
、

ス

ラ

イ

ド

を

使

っ

て

説

明

さ
れ
ま
し
た
。 

宮
代
会
は
、

こ

の

記

念

事

業

に

協

賛

す

べ
く
積
立
を
実
施
し
て
お
り
、
来
月
に
は
、

大
学
か
ら
「
募
金
趣
意
書
」
を
会
員
の
皆
様

に
お
送
り
し
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
い
た
だ

け
れ
ば
有
難
く
存
じ
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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貴

重

な

情

報

交

換

の

場

と

し

て

も 

日
本
で
最
も
暑
い
街
、
埼
玉
県
熊
谷
市

の
お
と
な
り
深
谷
市
在
住
の
沼
尻
と
申
し

ま
す
。
こ
の
た
び
、
宮
代
会
会
長
の
大
役

を
仰
せ
つ
か
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
慣

例
と
は
い
え
、
入
会
し
た
当
日
に
会
長
と

い
う
重
責
を
担
う
こ
と
に
な
り
、
会
員
の

皆
さ
ま
に
ご
迷
惑
を
お
掛
け
し
な
い
か
と

心
配
の
毎
日
で
す
。
何
卒
会
員
の
皆
さ
ま

に
は
不
慣
れ
な
会
長
へ
の
ご
理
解
と
ご
協

力
を
切
に
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
子
供
が
大
学
を
卒
業
し
て
し
ま

う
と
大
学
に
対
す
る
気
持
ち
も
年
々
薄
ら

い
で
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。
た
だ
、
社

会
人
と
な
っ
た
子
供
た
ち
で
は
あ
り
ま
す

が
、
転
勤
・
転
職
や
起
業
な
ど
、
親
と
し

て
の
期
待
や
悩
み
は
尽
き
な
い
も
の
で
す
。

宮
代
会
に
は
こ
の
悩
み
を
乗
り
越
え
て
き

た
方
々
が
い
ま
す
。
貴
重
な
経
験
談
が
聞

け
た
り
、
思
い
が
け
な
い
ご
縁
に
巡
り
合

っ
た
り
、
人
脈
が
広
が
る
可
能
性
も
あ
る

こ
と
で
し
ょ
う
。
ま
た
何
と
い
っ
て
も
、

柳
澤
理
事
長
・
波
多
野
学
長
を
は
じ
め
と

す
る
先
生
方
と
胸
襟
を
開
い
た
懇
談
が
で

き
る
の
も
宮
代
会
の
良
い
と
こ
ろ
で
す
。

先
生
方
は
そ
の
道
の
専
門
家
で
す
の
で
、

業
界
の
新
鮮
な
情
報
を
得
ら
れ
る
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

12
月
６
日(

日)

に
開
催
さ
れ
る
臨
時
総

会
は
、
静
岡
県
御
殿
場
市
の
「
時
之
栖
（
と

き
の
す
み
か
）
」
と
い
う
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル

で
行
な
い
ま
す
。
世
界
遺
産
で
あ
る
雄
大

な
富
士
山
が
一
望
で
き
る
素
晴
ら
し
い
ホ

テ
ル
で
す
の
で
、
多
く
の
会
員
の
皆
さ
ま

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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議
事
の
概
要 

一
、
平
成
26
年
度
事
業
報
告 

 

５
月
31
日 

 
 

 

幹
事
会
（
大
学
） 

７
月
５
～
６
日 

総
会
（
31
名
出
席
） 

 
 
 

 
 

 
 

 

月
岡
温
泉
・
ホ
テ
ル
摩
周 

 

10
月
18
日 

 
 

幹
事
会
（
大
学
） 

12
月
７
～
８
日 

 

臨
時
総
会 

（
26
名
出
席
） 

鎌
先
温
泉
・
木
村
屋 

平
成
27
年
１
月
11
日 

新
春
懇
親
会 

（
18
名
出
席
） 

 
 
 

 

ハ
イ
ア
ッ
ト
リ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
東
京 

二
、
平
成
26
年
度
決
算
報
告 

別
記
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

同
監
査
報
告 

田
川
監
事
か
ら
監
査
結
果
の
報
告
が
あ

り
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

三
、
平
成
27
年
度
事
業
計
画
案 

５
月
30
日 

 
 

 
幹
事
会 

７
月
11
～
12
日 

総
会 

 
 

 
 

10
月
17
日 

 
 

幹
事
会 

12
月
６
～
７
日 

臨
時
総
会 

 
 

平
成
28
年
１
月
10
日 

 

新
春
懇
親
会 

四
、
平
成
27
年
度
予
算
案 

別
記
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

五
、
平
成
27
年
度
役
員 

次
の
通
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
。 

（
☆
印
は
新
任
で
す
） 

会
長 

 

☆
沼
尻 

裕
之
（
埼
玉
） 

幹
事 

 

☆
小
川 

佳
文
（
千
葉
） 

窪
田 

政
幸
（
兵
庫
） 

 
 

 
 

 
 

 

梅
宮 

昭 

（
福
島
） 

 
 

 
 

 
 

 

早
坂 

正
実
（
宮
城
） 

 
 

 
 

 
 

☆
柿
本 

千
春
（
山
口
） 

 
 

 
 

 
 

 

神
戸 

和
幸
（
三
重
） 

 
 

 
 

 
 

 

小
林 

正
博
（
埼
玉
） 

鳥
取 

雄
治
（
岡
山
） 

小
林 

卓 

（
神
奈
川
） 

降
旗 

一
善
（
長
野
） 

孰
賀
喜
代
子
（
神
奈
川
） 

出
井 

栄
一
（
埼
玉
） 

松
井
夕
美
子
（
埼
玉
） 

田
代 

公
男
（
静
岡
） 

木
次 

順
子
（
島
根
） 

 
 

 
 

 
 

 

齋
藤 

智 

（
山
形
） 

☆
田
中 

則
弘
（
新
潟
） 

 
 

千
葉 

満 

（
岩
手
） 

 

☆
畑
中 

昭
博
（
福
島
） 

 
 

監
事 

 
 

田
川 

 

鋭
治
（
静
岡
） 

 
 

滝
口 

和
喜
（
山
形
） 

＊
退
任
幹
事 

横
田 

健
一
（
千
葉
） 

総会開催 



小
笠
原
康
雄
（
新
潟
） 

佐
藤 

聡 

（
山
形
） 

松
澤
美
佐
子
（
東
京
） 

以
上
、
敬
称
略 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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総
勢
96
名
の
大
懇
親
会 

総
会
終
了
後
、
宮
代
会
、
後
援
会
、
大
学

合
同
の
懇
親
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

今
回
も
、
各
地
の
皆
様
か
ら
銘
酒
や
銘
菓
、

果
物
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
美
味
し
い
お
土
産

を
頂
戴
し
ま
し
た
。
ホ
テ
ル
の
計
ら
い
に
よ

り
、
氷
で
冷
や
し
て
い
た
だ
い
た
の
は
大
変

有
難
か
っ
た
の
で
す
が
、
ご
紹
介
す
る
た
め

に
、
貼
っ
て
お
い
た
付
箋
が
、
包
装
紙
と
共

に
全
て
破
棄
さ
れ
て
し
ま
っ
て
い
て
、
ど
な

た

の

お

土

産

か

わ

か

ら

な

く

な

っ

て

し

ま

っ

た

と

い

う

ハ

プ

ニ

ン

グ

が

あ

り
ま
し
た
。

ご

紹

介

に

不

手

際

が

あ

り

ま

し

た
こ
と
、
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
、
お
詫
び

申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
た
く
さ
ん
の
ご

厚
志
を
戴
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

榛
名
神
社
を
た
っ
ぷ
り
見
学 

翌
日
は
、
貸
切
バ
ス
に
て
榛
名
湖
を
通
っ

て
山
を
越
え
て
「
榛
名
神
社
」
へ
。
近
年
パ

ワ
ー
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
大
変
な
人
気
ら
し
く
、

当

日

も

多

く

の

人

が

参

拝

に

訪

れ

て

い

ま

し
た
。
榛
名

神
社
は
、
山

門

か

ら

本

殿

ま

で

の

参

道

に

た

く

さ

ん

の

重
要
文
化
財
が
あ
り
、
見
応
え
が
あ
り
ま
す
。

山
の
中
に
あ
る
の
で
、
樹
齢

600
年
の
杉
や
滝
、

岩
な
ど
の
自
然
の
景
観
も
見
所
の
ひ
と
つ
に

な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
本
殿
は
岩
に
接
し
て

建
て
ら
れ
た
大
変
珍
し
い
建
造
物
で
す
。
専

門
ガ
イ
ド
さ
ん
に
よ
る
楽
し
い
解
説
を
聞
き

な
が
ら
、
１
時
間
半
か
け
て
、
じ
っ
く
り
と

見
学
し
ま
し
た
。
続
い
て
、
坂
東
三
十
三
箇

所
観
音
霊
場
の
第
十
六
番
札
所
「
水
沢
観
音
」

を
参
拝
後
、
高
崎
駅
で
解
散
と
な
り
ま
し
た
。 

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
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＊
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＊
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平
成
二
十
七
年
度 

会
費
納
入
の
お
願
い 

○
年
会
費 

壱
万
円(

内
七
千
円
は
積
立) 

○
納
入
方
法 

 
 
 

① 

郵
便
局
よ
り
振
込
（
用
紙
同
封
） 

② 

銀
行
よ
り
振
込 

み
ず
ほ
銀
行 

春
日
部
支
店 

口
座
番
号 

(

普)7
5

7
0

9
1

 

受
取
人 

日
本
工
業
大
学
宮
代
会 

※
八
月
末
日
ま
で
に
お
振
り
込
み
く
だ
さ
い

ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

※
お
問
合
せ
先 

財
務
課
主
任 

鈴
木
史
朗 

 
 

 
 

 

〇
四
八
〇
（
三
三
）
七
五
〇
四 

 
 

 
 
 

 
  

                                

今回お届けの会報とともに以下のものを同封させていただきました。 

○平成 27 年度会員名簿  ○会費振込用紙（郵便局用）  ○後援会会報 99 号 

榛
名
神
社
の
象
徴
で
あ
る
双
龍
門


